
５月23日(金)、前期生徒総会を開催し、今年度の生徒会テ

ーマが「新風～広がる可能性 今ここから～」に決定し
ました。生徒会活動は、生徒自身が自分たちの学校生活をよ

り充実した楽しいものにするための活動です。

かつての学校では、教師が定めるルールに従わせるという面があったかもしれませんが、本校では「自

律」を促すために、「そのルールは必要なのか」「学校生活をよりよくするにはどんな考え方が必要なのか」

「いじめを無くするにはどうすればいいのか」、自分事として本気で考えさせたいと思っています。

今回の生徒総会では、次のような意見が出されていました。

実現すれば学校が楽しくなるだろうなというアイデアがたくさん出されました。学校生活を「自分事」

と捉えている様子がうかがえて感心しました。学校としては、生徒の要望をできるだけ実現させていくこ

とができるように、支援していきたいと考えています。

また、生徒総会の後には、ＪＲＣ委員会の主催でＪＲＣ再登録式が行われました。青少年赤十字にあら

ためて加盟し、人のためと郷土社会のため、気付き、考え、行動することについて意識を深めました。

保護者の皆様の中学生時代、どんなテストもほぼ満点で宿題も

完璧、同級生から「どんな勉強してるんだ？」と質問されるよう

な生徒はいませんでしたか。「こういう友達のようになりたい」「こ

ういう人を目指そう」という雰囲気の学年は、勉強に向かう雰囲

気も高まってくる傾向があるようです。

さて、５月26日(月)、図書学習委員会の主催で「学習集会」がおこなわれました。「授業と家庭学習の

目的や取り組み方」を確認することがねらいでした。「南中学びの基本～南中POLICY～」を使って、授業

や家庭学習について全校生徒で確認しました。スタディサプリ等も使って、「やらされる勉強・提出する

だけの勉強」ではなくて「自分の身になる勉強」に自分から向かってほしいと思います。

同じく26日、地域学校協働活動本部会議を開催しま

した。ＰＴＡ総会の際にも申しましたが、子どもたち

が、変化の激しい社会にあっても、楽しく生き生きと

生きる力を身に付けるには、学校と家庭そして地域がタッグを組んで、総がかりで取り組むことが大切で

す。その中心的な役割を担っていただくのが「地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）」の方

々です。本地域では藤木の河越さん、角間川の打川さん、小笠原さんにお願いしています。会議では、今

年度の取組について協議していただきました。たくさんご協力いただいておりますので、保護者の皆様も

ご承知おきください。
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